
 

  

保護者の皆様へお願い 

新型コロナウイルスがまだまだ収束される気配がありません。山形

県でもこれからさらに感染者が増え、いつ誰がなってもおかしくない

状態にあります。保護者の皆さまには朝の送迎や夕方のお迎えの時に、

マスクの着用、手指の消毒、そしてお迎え時にはなるべく園
内の滞在時間を短く、保護者同士のお喋りを控えていただく
よう、ご協力お願いいたします。 

また、園では熱があった場合は急なお迎えをお願いすることがあり

ます。SOS カードの優先順位で連絡いたしますので、ご家族でお迎え

について話し合っておいていただけると助かります。 

新型コロナウイルスだけでなく、幼児はインフルエンザで重症化す

ることがあります。熱やその他症状があり場合は、必ずかかりつけの

医師に診てもらい、適切な治療を受け、大事に至らないようにお願い

いたします。 

冬休みのお約束 

お正月をはさんで、園がお休みに

なります。楽しい年末、年始となり

ますように、子ども達と３つのお約

束をしています。お家の方もご協力

をお願いいたします。 

 

１．早寝早起き朝ごはん！ 

(年末年始は楽しいことがたく

さんありますが、夜更かし朝寝

坊はほどほどに。暴飲暴食にも

注意です。) 

２．お家の人の言うことをよく聞き

ましょう。 

(危険な所には近づかない！こ

のお休みは人混みもなるべく

避けるようにしましょう) 

３．挨拶をしましょう。 

(お正月は『明けましておめで

とうございます』お年玉をもら

ったら『ありがとう』も忘れず

に言えると良いですね。)       

お約束をしっかり守って、元気な姿
でこども園へ来てくださいね！ 

１２月１８日にお誕生会＆クリスマ
ス会が行われました。今年はクリスマ
スコンサート。『香水』や『紅蓮華』な
ど今年流行した曲メドレーに子ども達
は大喜び。ノリノリで歌って踊ってく
れました。そしてサンタさんが二人登
場するとさらに会場は大盛り上がり。
一人一人プレゼントをもらってニコニ
コ笑顔いっぱいでした。 

個人情報のため 

削除しています 

１月生まれのおともだち 

お休み中も 手洗い・検温をお願いします！ 

年末年始休みの間も、習慣として定着した手洗いや検温を続けていただくようお願いします。年少・年中・年長児

には検温カードをお渡ししています。体調の変化に気付けるようにお手数をおかけしますがよろしくお願いします。 

 買い物などで人混みに出かける時は、手指の消毒、マスクの着用、短時間、を合言葉に感染予防に励みましょう。 

１月 
１日～３日 休園 

１２日（火） 身体測定（１・２歳児） 

１３日（水） 自然の家・チューブ滑り(年長児) 

身体測定（年少児） 

手作り弁当の日 

１４日（木） 身体測定（年中・年長児） 

２１日（木） 誕生会 

２６日（火） 園外活動日（年中児） 

２７日（水） かもしかクラブ（年少児） 

新入園児オリエンテーション 

２８日（木） 新入園児オリエンテーション 

２９日（金） 避難訓練 

年長児クッキング 

布団持ち帰り 

 

サンタさんからプレゼントをもらいました。 

スキーウェアの準備を

お願いしています。 
(１月４日～８日までに 

持たせてください) 

 

２９日の避難訓

練は夕方の５時頃

に行います。お迎え

に来た保護者のみ

なさまも訓練中は

その場でとどまっ

ていただくように

なりますので、お急

ぎの方はその時間

を避けて、お迎えに

きてください。 

 
良いお年をお迎えください。 

1月からまた元気に登園してね！ 



 

 

 

 

 

年末年始のお休みに持ち帰るもの(２８日に持ち帰ります) 
・お着替え袋（中身を確認してビニール袋の補充もお願いします。一つ一つに名前も忘れずに！冬は雪遊びで

靴下やズボンがぬれることが多いので、着替えは多めに入れてください） 

・内ズック（きれいに洗い、サイズ・名前の確認もお願いします） 

・布団一式（名前が小さい場合は大きく書き直して下さい。タオルにも名前を書きます） 

休み明け(１月４日)に園へ持たせてください。 

 

バス利用のみなさまへ 

いつも早目に待っていてくださ

るなど、ご協力ありがとうございま

す。これからさらに雪が降り、路面

の状態が悪く、バスの運行に支障を

きたすことが多くなってまいりま

す。到着予定時刻から多少の遅れが

でることをご了承ください。 

大幅に遅れる時はお知らせいた

だいた番号へご連絡いたします。 

かほく あい こども園だより 
令和２年１２月２５日 第１０号 

社会福祉法人 敬愛信の会 

かほく あい こども園 

発行責任者 園長 八矢 好幸 

子どもを褒めていますか 

園長 八矢好幸 

今日一日で、子どもさんを何回褒めましたか？ 
どんな言葉で褒めましたか？ 

毎日毎日子どもと接していて、言うことは聞かないし、変な言葉を使うし、無意味なことを長々とやってるし、

毎日同じことを言ってるのに聞いてくれないし、と思うことが多いと思います。叱ったり注意したりすることは

多いのですが、今日子どもを褒めたかなと考えると、全く褒めていなかったという日もあるかもしれません。時

には叱ったり注意したりしていることさえ気づかずにいることもあるのではないでしょうか。本来子どもは自分

のやりたいことをするし、やっていることに無意味な事などないと思っています。 

今、日本中で話題になっている『鬼滅の刃』に出てくる「鬼舞辻無惨」の言葉に、「黙れ、何も違わない、私

は何も間違えない、すべての決定権は私に有り。私の言うことは絶対である。お前に拒否する権利は無い。私が”

正しい”と言ったことこそ”正しい”のだ。」というのがあるそうですが、ここまで強い口調はないにしても、

大人が子どもに向かう時に、心の底にこんな気持ちが働いていないのだろうかと気になってしまいます。 

では、なぜ褒めることが必要なのでしょうか。アメリカのドロシー・ロー・ノルトの『アメリカインディアン

の教え』という本の中にこんなことが書いてありました。 

 

 

 

 

ほめられることで、子どもはまた頑張ろうという気持ちになり、自分は大事な存在だという心が育ち、お父さ

んやお母さん（家の人）が大好きだという気持ちが育ちます。 

そこで、どのように褒めればいいかというと、他人と比べたりするのではなく（横型）、良くなったことや成

長したこと（縦型）を３Ｓで褒めるといいそうです。具体的に、○○して「すごいね」「すばらしい」「さすがだ

ね」を使うと、褒められた気持ちが高まります。逆転の発想で、今まで叱っていたことでも、「昨日よりずっと

早くできてさすがだね。今日は助かったよ、ありがとう。」などと褒め言葉に変えることもできると思います。 

時々自分を振り返りながら、今日何回褒めたかなと思い出してみてはどうでしょうか。いい塩梅という言葉も

ありますので、両極端にならないことが肝要だと思います。 

毎年行われていた「河北町スカイランタン in どんが」ですが、今年は関係者のみで

上げる事となり、園の子ども達や一般の方の観覧は中止となりました。子ども達が手形

を合わせて製作した今年のスカイランタンは、打倒コロナ！山から昇る太陽をイメージ

した絵柄で華やかで堂々としたものでした。実際にお見せできないのが残念です。 

批判ばかり受けて育った子は、非難ばかりします 
励ましを受けて育った子は、自信を持ちます 
ほめられる中で育った子は、いつも感謝することを知ります 

人にほめられる中で育った子は、自分を大事にします 

河北町スカイランタン inどんが 
 


